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ま～ゆはモスラになるか !?

ま～ゆが正式に発足してから３ヶ月目入りました。会員は 2002 年1 月現任で64 名です。

協カの店も8店舗に増えました。

正直なところ「予想以上の速いぺ一スで成長している」と思います。この初期の成功の秘密は

協カしていただいたマスコミや人望のあるメンバーのお陰が多々あると思います。

｢あの人が勧めるからきっと良い事だろう」的参加です。しかし、それだけではなく社会全体の

動きと地域通貨は見事にシンクロしているようです。

全国で約 100 位の地域遍貨が生まれています。今後 1 年から 2 年の間に 200 ぐらいに

増えると予想されています。

まさに｢爆発」的に地域通貨が注目されています。何故でしょうか?

経済の「成長神話」がものの見事に崩れた今、人々はお金に振り回されていた自分や社会を

否が応でも冷静に見つめ始めました。

まるで｢悪夢から目覚めて冷や汗びっしょり」の姿です。｢神話」に踊らされている間に自然も

安全も地域の絆も創造カも、皆ボロボロになってしまっていたのでず。まさに「千と千尋の神隠

し」の豚になった飽食の両親の様に。

お金を払えばわけも無く手に入るものが、一から自分達で作るとなると・それはそれは大変で、

苦労で、難しい。でも、出来上がったものは紛れも無く「自分が生み出したもの」です。

「大変、苦労、難しい」を余計な事と避けてしまうのか、あるいは「知恵、努カ、工夫」を駆使して

創造するのか。

ここら辺が茫然自失の時代を生きる「大きな鍵」ではないでしょうか。

ま～ゆは地域のもの・ことをお互いに交換しあってシンプルで温かい人と人のつながりを

目指しています。

いままでの経済活動の効率と利益を基準にしたら、およそ成立しないシステムです。

だからこそま～ゆの意義があるのです。ま～ゆは蚕の繭だから出来れば人類を救う「モスラ」

に変身して欲しい。さて、その為にはこれから何をしなければならないのか?

(文責 黒田)
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暮れも押し迫った12月23日に餅つき大会」を盛大に行いました。

前日の22日に水に浸したもち米は折からの寒波でバリバリに凍ってしまいました。

そんな寒さを物ともせずに延べ 40 人の人達が杵振りと合いの手、そして丸めに精を出しました、農家出身の

方でも今ではお餅つきの機会は意外に少ないようです。

お金を出して購入すれば ただそれだけの餅ですが、焚き火を囲みながらワイワイと皆で賑やかに作る餅は

やはり格別です。同じ餅でも何かが違うのです。一体なにが違うのでしょうか?

投稿してくださったＷＡＢ Ｉさんは餅つき大会に初参加。流れるようなフォームで打ち下ろす杵さばきはピ

カー番。見事なものでした。家族で参加され楽しそうでした。

も ち つ き 始 末 記

｢今度のんどりで、もちつきがあるから、手伝って。」と、女房に言われ、迂闊にも｢はいはい」

と、気軽に返事をしたのも、「どうせ２臼か３臼が関の山だろう」と、勝手に独り合点した私が、

そもそも世間ならぬ、のんどり知らずだったせいであろう。

のんどりハウスに着いてみれば、何やら只ならぬ雰囲気が漂っているではないか。４つ５つの

蒸籠が湯気を上げ、3･４組の杵と臼がでんと据えられ、屈強な男衆がバコンバコン(ペッタンペッ

タンでは無い)杵を振るっている。子供の保育園のもちつきしか知らない私にとって、これは確か

に、職場の雰囲気と似通っていた。

幾人もの方に紹介されはしたが、訳も分からず駆けつけ３臼、知らん方を相の手に(後で紹介さ

れたのだが安井女史。初めてであったそうだ) 搗き上げ、中島さんか黒田さんか、判然としないが、

「いったい、幾臼搗くんですか？」と問うた所の答えが「3 8」。

今に思えば、この時逃げ出しておけば…。

暫時休憩となり、皆々様の自己紹介を、煙を吹き吹き聞いていたが、心ここに在らずの態でまた

しても訳も分からず、再び現場に出動。今度はユースと役所の若い衆が杵を取ってくれたが、私が

相の手を(これまた初めて) 努め努め、漸く7臼も搗き上げた頃、ユースの若い衆がニコニコしな

がら御帰館召され、後は無我夢中に返し捲くり 搗き捲くり。

仕事の約束を入れてあったので、両の手 もちまみれのまま水道修理に駆け出し、(さあそろそろ

終わっている筈)と、時間を見計らって帰ったつもりが、「あと３臼。」…。

この世は思い通りにならぬもの。

｢来年はどうするか」って。決まってんじゃん、あんなに旨い茶が飲めるなら、自前の臼杵担い

で行ってやろうじゃあねーか。
WABI
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●1月のまーゆ市
期日:1月10日（木）午後７時から

会場:上田市中央公民館 第一会議室

連絡:TEL26-3995

（会報３号をお渡しします）

●2月のまーゆ市（新年会を兼ねて）
期日:2月10日（日）午後1時30分から

会場:熱勝（ねっしょう）

（上田バイパス秋和長野県酒販前）

連絡:TEL 29-3880

会費:一品持ち寄り、あるいは500円

（一品は飲み物でもｵｶｽﾞの余りでもOKです）

気軽に参加してください！

ま～ゆな人＆店
ま～ゆには実にさまざまな人々が参加しています。

もしかすると、ま～ゆに参加しなければ知り合う事もなかった人々。一人ひとりが多彩で貴重な経験や知識、

技術をお持ちです。

お金には換えられない魅カタップリの「人間の財産」をお持ちの方を「ま～ゆな

人」と命名し、ま～ゆの発展のためにドンドン紹介していきます。

● サンテオレ 店長 山 岡 秀 雄さん(45)

ご存知、サンテオレはま～ゆが発足してすぐに協カ店になったお店。上田ジャス力コ店一階にある ファー

ストフードのお店です。正式名称は「明治サンテ･オレ上田ジャスコ店」です。

山岡店長の自慢は…

1、コ一ヒーが美味しい!お代わり自由で180円。オツマミつきです。

2、油にこだわり､サラダ油100％でラードは使わない。

3、常に５日以内で新しい油に交換する(サンテオレの中でも当店だけ)。

4、ポテトが美味しい。 子供達に人気。

山岡さんは最近10万円の浄水器を設置しました。コーヒーもオレンジもとにかく美味しい水が命だからです。

「毎日きていただくお客様にせめてもの恩返し」なんですって。いい話です。

いい話といえば山岡さんは５年前から相撲甚句を習い始めて、最近では結婚式や忘年会などで披露してい

るそうです。習い始めると奥が深くて練習は毎日１､2 回が日課になっているそうです。一度自慢ののどを披

露してもらいましょう!

山岡さんは映画鑑賞が大好き。最近では「千と千尋の神隠し」をナント!４回も見たそうです。

サンテオレはご利用金額の20％までま～ゆが使えます。

行事のお知らせ
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● み や さ ん(88)

ま～ゆ会員のおそらく最高齢はこの方、みやさん(女性)です。年齢は88歳。

一人暮らしで足が少し不自由ですが、知識欲や社会への関心はそれはもう驚くばかり。

お邪魔した居間には新聞はもちろん社会問題、文学など書物がずらりと並んでいました。

みやさんは元小学校の教師。木曽福島で生まれ、豊科を経て上田に住まわれました。

戦前の上田の様子や戦後のお話は大変面白く､まさに「歴史の財産」です。みやさんがま～ゆに参加したきっ

かけは送迎のお助けを必要としているからです。読書好きのみやさんは近くの上田図書館に行くのを楽しみに

しています。週に１回、車で図書館に連れて行ってくれる人を必要としています。ご自分が図書館を利用する

とき、ついでにみやさんにも声をかけて頂ければ良いのです。

みやさんは離れの洋間(10畳)を会議や集まりに提供してくれるそうです。庭に面した日当たりの良さそうな

部屋です。是非ご利用ください。みやさんのお住まいは市内の中心の常田です。

ま～ゆの会計報告(2001年12月時点 会計担当 田中)

1) 収入 2,400 円(年会費1,200 円×２名:2,400 円)

2) 支出 0 円

3) 残金 61,766 円

4)「ま～ゆ会報 第３号」(2002年１月号)の作成費は今年１月の支出となります。

5) 年会費【収入】の使い方について

前号でも報告しましたが支出のほとんどは会報の印刷、発行費、そしてま～ゆ市の会場費です。

財政的にはこれ以上の支出項目を増やしたくありません。したがって郵送は基本的に行わない

予定です。

会報の受け取りはもよりの「ま～ゆ会報常設所」で受け取るか、ま～ゆ市の会場でお受け取

りください。

あるいは近くの方が手分けしてお届けするようにしています。

6) 夫婦、家族で会員になられている場合は「年会費は 1200 円」で「通帳は 2 冊(00 番の A,B)

発行」しています。

もちろん、別々に年会費を払って頂いても結構です、

7) 会計報告は毎号載せていきます。

※ オープンなご意見や提案をお待ちしています。




